
Part ４ 許可がいる場合、いらない場合 

1 作成 ： 環境部 廃棄物対策課 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回のテーマは、「許可がいる場合、いらない場合」です。

許可制度は廃棄物処理法の根幹を支えている制度です。
そのため、許可に関わる罰則は重くなっています。

許可の考え方をしっかり押さえていきましょう。



許可制度とは？①  
自動車の運転免許も許可の一種 
 
⇒一定の条件を満たした（免許証を交付された）
人のみが、自動車の運転をしてもいい。 
 
⇒誰しもが、自動車の運転は禁止されているが、
免許があれば運転が特別に許される。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そもそも許可とは何でしょうか？
一般的には、許可は、禁止されている行為を、一定の要件のもと、できるようにすることを言います。

言葉だけだと、分かりづらいので、イメージをつかんでいただくために運転免許の話をさせてもらいます。

実は運転免許というのも一種の許可です。
免許証を警察から交付された人は運転をすることができます。これは普通のことです。

このことを違った見方をすると、誰しもが、自動車の運転は禁止されているが、免許があれば運転が特別に許される。
こんな見方もできます。
そしてこれが許可です。



許可制度とは？②  
産業廃棄物の許可も同じ 
 
⇒誰しもが、自分が排出した廃棄物以外の廃棄
物を扱うことは禁止されているが、許可を取得す
れば、扱うことを特別に許される。 
 
⇒一定の条件を満たした（許可を取得した）人の
みが、自分が排出した廃棄物以外の廃棄物を
扱ってもいい。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ほどの話を、逆から考えて、産廃に当てはめてみます。

誰しもが、自分が排出した廃棄物以外の廃棄物を扱うことは禁止されているが、許可を取得すれば、扱うことを特別に許される。
許可を取得した人のみが、自分が排出した廃棄物以外の廃棄物を扱ってもいい。

これが産廃の許可制度です。
気をつけるポイントは、自分が排出した産廃を自分で扱うのには許可は不要だと言うことです。
なぜなら禁止されていないからです。
自分以外が排出した産廃を扱うときだけ、許可が必要となります。

ちなみに一廃も同じような許可制度となっていますが、産廃の許可と一廃の許可は別であることにも注意が必要です。



実務で学ぶ①  
【ケース①】 
Ａ社の工場で発生した樹脂の切れ端を、馴染みの産
廃業者の処分場まで、Ａ社の社員が運搬した。 
その運搬行為に対して、許可は必要か？ 
【スタディ①】 
不要 
Ａ社の廃棄物をＡ社の社員が運搬⇒許可不要 
許可が必要となるのは、自分で排出した廃棄物以外
の廃棄物を扱うとき。 
 

4 作成 ： 環境部 廃棄物対策課 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
許可がいる場合といらない場合との差を、QA方式でご理解いただこうと思います。

【ケース①】
Ａ社の工場で発生した樹脂の切れ端を、馴染みの産廃業者の処分場まで、Ａ社の社員が運搬した。
その運搬行為に対して、許可は必要か？

★

答えは、不要です。
Ａ社の廃棄物をＡ社の社員が運搬したということは、自分の廃棄物を自分で運んだということになります。
許可が必要となるのは、自分で排出した廃棄物以外の廃棄物を扱うときだけです。




実務で学ぶ②  
【ケース②】 
Ｂ社工場内の食堂（運営はＣ社に委託）から発生
した廃油を、Ｂ社の馴染みの産廃業者まで、Ｂ社
が運搬した。その運搬行為に対して、許可は必要
か？ 
【スタディ②】 
必要 
Ｃ社の産業廃棄物を、Ｂ社が運搬している。Ｂ社
に許可がない場合、Ｂ・Ｃ両社とも法違反となる。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【ケース②】
Ｂ社工場内の食堂（運営はＣ社に委託）から発生した廃油を、Ｂ社の馴染みの産廃業者まで、Ｂ社が運搬した。
その運搬行為に対して、許可は必要か？

★

答えは、必要です。
Ｃ社が排出した産業廃棄物を、Ｂ社が運搬しています。
許可を取得すべきは、実際に運搬をしているＢ社です。
これは、許可が必要な場合の典型的な例です。
Ｂ社に許可がない場合、Ｂ・Ｃ両社とも法違反となります。



実務で学ぶ③  
【ケース③】 
Ｄ社工場の清掃をＥ社に依頼した。清掃に伴い、
工場内のゴミが集められた。そのゴミを、馴染み
の産廃業者まで、Ｄ社が運搬した。その運搬行為
に対して、許可は必要か？ 
【スタディ③】 
不要 
清掃によって集められた廃棄物は、Ｄ社の廃棄物
とみなされ、Ｄ社が自分で運搬を行ったこととなる。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【ケース③】
Ｄ社工場の清掃をＥ社に依頼した。清掃に伴い、工場内のゴミが集められた。
そのゴミを、馴染みの産廃業者まで、Ｄ社が運搬した。その運搬行為に対して、許可は必要か？

★

答えは、不要です。
清掃によって集められた廃棄物は、Ｄ社の工場内ですでに廃棄物となっていた物をＥ社が清掃により集めたに過ぎないため、Ｄ社のものとみなされます。
そのため、Ｄ社の廃棄物をＤ社が運搬したこととなるため、許可は不要です。



許可の種類①  
収集運搬：廃棄物を車や船で運ぶ。 
処分：廃棄物に対して何らかの作用を与える。 
     （例）破砕・焼却・脱水・埋立 等 

許可の種類 許可する自治体 

産業廃棄物収集運搬業 都道府県 
 ※積替え・保管を含む場合は政令市 

産業廃棄物処分業 都道府県・政令市 

特別管理産業廃棄物収集運搬業 都道府県 
 ※積替え・保管を含む場合は政令市 

特別管理産業廃棄物処分業 都道府県・政令市 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
許可がいる場合は、自分が排出した廃棄物以外を扱うときと、説明しましたが、「扱う」というのは、法律上２つの行為に分類されています。
収集運搬と処分の２つです。

収集運搬は、廃棄物を車や船で運ぶことをいい、処分は、廃棄物に対して何らかの作用を与えることをいいます。
例えば、破砕・焼却・脱水・埋立　等があります。
産廃の許可は、収集運搬業と処分業の別で出されます。

また、表の右欄には許可する自治体を記載しています。
収集運搬業は少し複雑なので、後ほど詳しく説明します。
処分業は、その処分に使用する施設が設置されている自治体が許可します。
その施設が政令市にある場合はその政令市、政令市以外であれば、その都道府県が許可します。
政令市の説明も後ほどします。
政令市である豊田市に施設があれば豊田市が許可し、政令市ではない日進市にあれば愛知県が許可します。



許可の種類②  
特管産廃を扱うには、特管産廃用の許可が必要 
 ※ 特管産廃の許可では、普通産廃は扱えない。 
 扱うには普通産廃の許可も必要 

許可の種類 許可する自治体 

産業廃棄物収集運搬業 都道府県 
 ※積替え・保管を含む場合は政令市 

産業廃棄物処分業 都道府県・政令市 

特別管理産業廃棄物収集運搬業 都道府県 
 ※積替え・保管を含む場合は政令市 

特別管理産業廃棄物処分業 都道府県・政令市 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに、特管産廃と普通産廃の別で出されます。
そのため、表にあるように、許可は４種類になります。
ここで注意すべきは、特管産廃の許可では、普通産廃は扱えないということです。
イメージとして、特管産廃のような、より高度な許可を持っていれば、それより簡易そうな普通産廃は当然扱えるような気がしてしまいますが、そうではありません。
扱うには普通産廃の許可が必要になります。



豊田市近隣の政令市  

愛知県 

名古屋市 
岡崎市 
豊橋市 
豊田市 

岐阜県 岐阜市 
三重県 なし 

静岡県 
静岡市 
浜松市 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
政令市に指定されるにはいろいろな要件を満たす必要がありますが、その要件は覚える必要はないので、ある程度大きい市というイメージを持っていただければ問題ありません。
愛知県近隣の政令市は表のとおりです。




必要となる収集運搬の許可  
積替え又は保管の許可がない場合  

 

豊田市 ⇒ みよし市  愛知県の許可 
 
豊田市 ⇒ 多治見市  愛知県と岐阜県の許可 
 
豊田市 ⇒ 神戸市   愛知県と兵庫県の許可 
   ※通過するだけの自治体の許可は不要 

10 作成 ： 環境部 廃棄物対策課 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
収集運搬の許可の話に戻ります。
まず収集運搬の許可の話をする上で、積替え・保管という行為を理解していただく必要があります。

積替え・保管というのは、収集運搬の許可のオプションのようなもので、収集運搬業者は、運搬効率をあげるために、自分の事業場で一旦廃棄物を降ろして、他の場所から回収してきた廃棄物とまとめて処分業者に運んだりします。
逆に、積替え・保管なしの許可を有している収集運搬業者は、排出場所から処分場まで直行で運ぶことしかできません。

積替え・保管は、それ用の施設を設置して、許可の申請時に積替え・保管をすると申請した事業者のみが行うことができる行為です。
そのため、収集運搬業の許可には積替え・保管のあり、なしがあり、それぞれに取り扱える品目が定められます。

積替え・保管のない場合の方がわかりやすいため、そちらから説明します。

廃棄物を積む場所の許可と降ろす場所の許可が必要になります。

豊田市からみよし市に運ぶ場合は、愛知県の許可のみで大丈夫です。
理由は、積替え・保管がない場合、収集運搬の許可は都道府県である愛知県が行います。
そして豊田市もみよし市も愛知県内だからです。

豊田市から多治見市に運ぶ場合は、愛知県と岐阜県の許可が必要です。
理由は、積替え・保管がない場合、収集運搬の許可は都道府県が行います。
この場合、豊田市から運び出すのに愛知県の許可、多治見市に運び込むのに岐阜県の許可が必要になります。

豊田市から神戸市に運ぶ場合は、愛知県と兵庫県の許可が必要になります。
先ほどのケースと同じ考え方ですが、通過するだけの自治体の許可はいらないということをお伝えしたく、この例にしました。
許可が必要なのは、積む所と降ろす所のみです。



必要となる収集運搬の許可  
積替え又は保管の許可がある場合  

 
【岡崎市内で積替え又は保管施設がある場合】 
豊田市 ⇒ 岡崎市  愛知県と岡崎市の許可 
 
★政令市内で積替え又は保管施設を設置 
           ＝その政令市の許可が必要 
⇒その政令市内だけ都道府県の許可範囲から 
   除外 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
積替え・保管がある場合を紹介します。
積替え・保管がある場合の許可は、都道府県又は政令市が行います。
どのような住み分けがあるかというと、積替え・保管に使用する施設がどこにあるかで、許可する自治体が変わります。
政令市内にあれば、その政令市が許可し、政令市外であれば、その都道府県となります。
具体的には、豊田市にあれば、豊田市が許可をし、みよし市にあれば愛知県が許可をします。
処分業と同じ考え方です。

そのため、岡崎市内で積替え・保管施設がある場合で、豊田市から岡崎市内の積替え・保管施設に運ぶ場合は、豊田市で積み込む用の許可である愛知県の許可と降ろす用の岡崎市の許可が必要になります。

また、政令市の積替え・保管がありの許可を持っている業者は、その政令市がある都道府県の許可を持っていても、その都道府県の許可の範囲からその政令市内のみ除外されてしまいます。
先ほどの例でいうと、例えば、許可品目が汚泥、金属くずの愛知県の許可を持っていて、許可品目が金属くずのみの岡崎市の許可をもっている業者であった場合、岡崎市内への汚泥の持ち込はできないことになります。
もし、その業者に委託した場合、委託基準違反となってしまいますので、注意が必要です。



実務で学ぶ  
【ケース】 
愛知県の収集運搬業許可（金属くず・汚泥（積替
え・保管なし））と豊田市の収集運搬業許可（金属く
ず（積替え・保管あり））の許可を有する業者に、乾
電池の運搬（みよし市⇒豊田市）を委託できるか？ 
【スタディ】 
できません。 
豊田市の積替え・保管許可があるため、愛知県の
許可の範囲から豊田市内は除外されます。豊田市
内は豊田市の許可で運搬することになり、豊田市
の許可には汚泥がありません。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「実務で学ぶ」は実務上、起きうる問題について、具体的な事例を基に、廃棄物処理を考えていただくコーナーです。

愛知県の収集運搬業許可（金属くず・汚泥（積替え・保管なし））と豊田市の収集運搬業許可（金属くず（積替え・保管あり））の許可を有する業者に、乾電池の運搬（みよし市⇒豊田市）を委託できるか？

★

できません。
豊田市の積替え・保管許可があるため、愛知県の許可の範囲から豊田市内は除外されます。
そのため、豊田市内は豊田市の許可で運搬することになり、豊田市の許可には汚泥がありません。
このケースで、運搬を委託する業者を変えずに適法な委託にするためには、この運搬業者に許可品目の追加をしてもらうか豊田市の許可を廃止（廃止すれば県の許可で豊田市内の運搬が可能となる。）するかの２択しかありません。



『第４回 許可がいる場合、いらない場合』 は
以上になります。 
 
人の廃棄物を扱うときは絶対に許可が必要で
す。それだけは確実に押さえておきましょう。 
 
次回は、『排出事業者の責任と罰則』です。 
 
廃棄物処理法において、最も大事な考え方とそ
の責任を学んでいただきます。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
『第４回　許可がいる場合、いらない場合』　は以上になります。

人の廃棄物を扱うときは絶対に許可が必要です。それだけは確実に押さえておきましょう。
またどこの自治体の許可必要なのか、自分で判断できるようにしましょう。

次回は、『排出事業者の責任と罰則』です。

廃棄物処理法において、最も大事な考え方とその責任を学びます。

では、また次回。お疲れまでした。
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